






















































































































3.624 4.554 3.881 4.871 4.327 
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京都府下の
3.384 4.081 3.372 4.375 4.088 
高校生
大阪市内の
3.099 3.955 2.928 4.604 3.862 高校生
大阪府下の
3.065 4.187 3.495 4.738 4.206 高校生
a 先生について
「あなたは先生に対してどのように思われますか」という質問に対して， Iたいそう
尊敬する」を 5，I少し尊敬する」を 4，Iどちらともいえない」を 3，Iあまり尊敬し
ない」を 2，I全く尊敬しない」を 1としてその結果を求めた。その結果，京都市内が
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図 3 将来の職業について
瞳輔京都市殴忍その他|

































































表 8 アメリカについて(無効標本数 21) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い ムロ、 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 37 34 27 5 。 103 
高校生 (35.9) (33.0) (26.2) (4.9) (0.0) (100.0) 
京都府下の 39 37 35 19 5 135 
高校生 (28.9) (27.4) (25.9) (14.1) (3.7) (100.0) 
大阪市内の 25 42 39 15 2 123 
高校生 (20.3) (34.1) (31. 7) (12.2) (1. 6) (100.0) 
大阪府下の 26 38 43 18 4 129 
高校生 (20.2) (29.5) (33.3) (14.0) (3.1) (100.0) 
ム口、 言十
127 151 144 57 11 490 
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京都市内の 35 41 22 4 1 103 
高校生 (34.0) (39.8) (21. 4) (3.9) (1. 0) (100.0) 
京都府下の 40 48 42 3 4 135 
高校生 (29.6) (34.1) (31.1) (2.2) (3.0) (100.0) 
大阪市内の 31 50 38 6 。 125 
高校生 (24.8) (40.0) (30.4) (4.8) (0.0) (100.0) 
大阪府下の 28 57 93 4 1 129 
高校生 (21.7) (44.2) (30.2) (3.1) (0.8) (100.0) 
A 口 計
134 194 141 17 6 492 
(27.2) (39.4) (28.7) (3.5) (1. 2) (100.0) 
(ウ) フランス
フランスに対して調査結果は表10に示きれている。
表10 フランスについて(無効標本数 20) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い ムロ、 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 42 39 23 。 。 104 
高校生 (40.4) (37.5) (22.1) (0.0) (0.0) (100.0) 
京都府下の 41 48 40 1 3 133 
高校生 (30.8) (36.1) (30.1) (0.8) (2.3) (100.0) 
大阪市内の 34 55 32 2 1 124 
高校生 (27.4) (44.4) (25.8) (1.6) (0.8) (100.0) 
大阪府下の 42 46 40 1 1 130 
高校生 (32.3) (35.4) (30.8) (0.8) (0.8) (100.0) 
Aロ、 計
159 188 135 4 5 491 
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表1 ドイツについて(無効標本数 19) 
大好き 少し好き ふつつ 少し嫌い 大嫌い ム口、 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 14 22 61 8 1 104 
高校生 (13.5) (21. 2) (58.7) (5.8) (1. 0) (100.0) 
京都府下の 18 26 64 20 5 133 
高校生 (13.5) (19.5) (48.1) (3.8) (3.8) (100.0) 
大阪市内の 10 27 67 18 3 125 
高校生 (8.0) (21. 6) (53.6) (14.4) (2.4) (100.0) 
大阪府下の 11 29 65 22 3 130 
高校生 (8.5) (22.3) (50.1) (16.9) (2.3) (100.0) 
ムロ、 言十
53 104 257 66 12 492 







表12 イタリアについて(無効標本数 22) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 26 43 32 。 。 101 
高校生 (25.7) (42.6) (31. 7) (0.0) (0.0) (100.0) 
京都府下の 34 52 40 6 2 134 
高校生 (25.4) (38.8) (29.9) (4.5) (1. 5) (100.0) 
大阪市内の 25 48 51 1 。 125 
高校生 (20.0) (38.4) (40.8) (0.8) (0.0) (100.0) 
大阪府下の 32 44 49 2 2 129 
高校生 (24.8) (34.1) (38.0) (1.6) (1. 6) (100.0) 
メ口入 計
117 187 172 9 4 489 
(23.9) (38.2) (35.2) (1.8) (0.8) (100.0) 
イタリアに対してもドイツと同様，京都市内と他の地域との差はあまりみられない
が，全般的に高校生はどちらかといえばドイツよりもイタリアに好感を抱いている。
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(カ) スペイン
スペインに対しての結果は表13に示されている。
表13 スペインについて(無効標本数 21) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い A 口 言十
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 18 39 42 3 。 102 
高校生 (17.6) (38.2) (41.2) (2.9) (0.0) (100.0) 
京都府下の 16 39 69 6 4 134 
高校生 (11.9) (29.1) (51.5) (4.5) (3.0) (100.0) 
大阪市内の 17 37 65 6 。 125 
高校生 (13.6) (29.6) (52.0) (4.8) (0.0) (100.0) 
大阪府下の 27 38 56 7 1 129 
高校生 (20.9) (29.5) (43.4) (5.4) (0.8) (100.0) 
ム口、 言十
78 153 232 22 5 490 






表14 ロシアについて(無効標本数 23) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い ムロ、 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 4 8 46 38 7 103 
高校生 (3.9) (7.8) (44.7) (36.9) (8.8) (100.0) 
京都府下の 7 5 57 46 18 133 
高校生 (5.3) (3.8) (42.9) (34.6) (13.5) (100.0) 
大阪市内の 2 8 47 48 17 122 
高校生 (1.6) (6.6) (38.5) (39.3) (13.9) (100.0) 
大阪府下の 3 6 53 44 24 130 
高校生 (2.3) (4.6) (40.8) (33.8) (18.5) (100.0) 
Aロ、 計
16 27 203 176 66 488 












表15 中国について(無効標本数 18) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い
(%) (%) (%) (%) 
京都市内の 9 20 55 18 
高校生 (8.7) (19.2) (52.9) (17.3) 
京都府下の 18 26 60 26 
高校生 (13.3) (19.3) (44.4) (19.3) 
大阪市内の 7 32 56 24 
高校生 (5.6) (25.6) (44.8) (19.2) 
大阪府下の 9 19 69 21 
高校生 (7.0) (14.7) (53.5) (16.3) 
A ロ 言十
43 97 240 99 
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表16 韓国について(無効標本数 20) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い A ロ 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 3 14 57 19 6 104 
高校生 (7.7) (13.5) (54.8) (18.3) (5.8) (100.0) 
京都府下の 12 13 73 25 11 134 
高校生 (9.0) (9.7) (54.5) (18.7) (8.2) (100.0) 
大阪市内の 5 22 55 32 11 125 
高校生 (4.0) (17.6) (44.0) (25.6) (8.8) (100.0) 
大阪府下の 5 12 77 19 15 128 
高校生 (3.9) (9.4) (60.2) (14.8) (11.7) (100.0) 
A ロ 計
30 61 262 95 43 491 








表17 台湾について(無効標本数 23) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い ム口、 言十
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 4 18 61 17 3 103 
高校生 (3.9) (17.5) (59.2) (16.5) (2.9) (100.0) 
京都府下の 8 11 77 26 11 133 
高校生 (8.0) (8.3) (57.9) (19.5) (8.3) (100.0) 
大阪市内の 7 14 68 29 6 124 
高校生 (5.6) (11.3) (54.8) (23.4) (4.8) (100.0) 
大阪府下の 6 8 87 17 10 128 
高校生 (4.7) (6.3) (68.0) (13.3) (7.8) (100.0) 
ムロ、 計
25 51 293 89 30 488 






表18 インドについて(無効標本数 22) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い メロ入 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 15 27 53 7 1 103 
高校生 (14.6) (26.2) (51. 5) (6.6) (1. 0) (100.0) 
京都府下の 14 16 62 34 9 135 
高校生 (10.4) (11.9) (45.9) (25.2) (6.7) (100.0) 
大阪市内の 5 15 75 20 9 124 
高校生 (4.0) (12.1) (60.5) (16.1) (7.3) (100.0) 
大阪府下の 9 19 69 19 11 127 
高校生 (7.1) (15.0) (54.3) (15.0) (3.7) (100.0) 
メ口入 言十
43 77 259 80 30 489 






表19 インドネシアについて(無効標本数 21) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い メ口〉、 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 5 13 68 15 2 103 
高校生 (4.9) (12.6) (66.0) (14.6) (1. 9) (100.0) 
京都府下の 10 10 78 26 11 135 
高校生 (7.4) (7.4) (57.8) (19.3) (8.1) (100.0) 
大阪市内の 1 9 76 31 6 123 
高校生 (0.8) (7.3) (61. 8) (25.2) (4.9) (100.0) 
大阪府下の 4 12 82 23 8 129 
高校生 (3.1) (9.3) (63.6) (17.8) (6.2) (100.0) 
ム口、 言十
20 44 304 95 27 490 
(4.1) (9.0) (62.0) (19.4) (5.5) (100.0) 










表20 イランについて(無効標本数 28) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い ムロ、 言十
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 3 。 44 43 13 103 
高校生 (2.9) (0.0) (42.7) (41. 7) (12.6) (100.0) 
京都府下の 2 2 48 47 32 131 
高校生 (1.5) (1. 5) (36.6) (35.9) (24.4) (100.0) 
大阪市内の 。 2 44 43 32 121 
高校生 (0.0) (1.7) (36.4) (35.5) (26.4) (100.0) 
大阪府下の 1 3 49 50 25 128 
高校生 (0.8) (2.3) (38.3) (39.1) (19.5) (100.0) 
ムロ、 計
8 7 185 183 102 483 
(1. 2) (1. 4) (38.3) (37.9) (21.1) (100.0) 
c その他の国々
中南米，アフリカの国々，すなわちメキシコ，ブラジル，エジプト，ガーナについ
ての印象の結果を表21， 22， 23， 24に示す。
表21 メキシコについて(無効標本数 20) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い メ口入 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 8 16 75 3 1 103 
高校生 (7.8) (15.5) (72.8) (2.9) (1. 0) (100.0) 
京都府下の 9 22 81 19 4 135 
高校生 (6.7) (16.3) (60.0) (14.1) (3.0) (100.0) 
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大阪市内の 7 27 76 12 2 124 
高校生 (5.6) (21.8) (61. 3) (8.7) (1.6) (100て0)
大阪府下の 10 25 80 9 5 129 
高校生 (7.8) (19.4) (62.0) (7.0) (3.9) (100.0) 
A 口 計
34 90 312 43 12 491 
(6.9) (18.3) (63.5) (8.8) (2.4) (100.0) 
表22 ブラジルについて(無効標本数 19) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い A 口 言十
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 12 22 60 6 3 103 
高校生 (11.7) (21.4) (58.3) (5.8) (2.9) (100.0) 
京都府下の 20 32 69 10 4 135 
高校生 (14.8) (23.7) (51.1) (7.4) (3.0) (100.0) 
大阪市内の 16 43 58 6 2 125 
高校生 (12.8) (34.4) (46.4) (4.8) (1. 6) (100.0) 
大阪府下の 26 38 56 7 2 129 
高校生 (20.2) (29.5) (43.4) (5.4) (1.6) (100.0) 
メロ〉、 計
74 135 243 29 11 492 
(15.0) (27.4) (49.4) (5.9) (2.2) (100~ 
表23 エジプトについて(無効標本数 22) 
大好き 少し好き ふつつ 少し嫌い 大嫌い 合計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 16 20 55 9 2 102 
高校生 (15.7) (19.8) (53.9) (8.8) (2.0) (100.0) 
京都府下の 18 29 59 21 7 134 
高校生 (13.4) (21.6) (44.0) (15.7) (5.2) (100.0) 
大阪市内の 14 37 50 20 3 
高校生 (11.3) (29.8) (40.3) (16.1) (2.4) (100.0) 
大阪府下の 17 29 56 19 8 129 
高校生 (13.2) (22.5) (43.4) (14.7) (6.2) 
A ロ 言十
65 115 220 69 20 489 
(13.3) (23.5) (45.0) (14.1) (4.1) (100.0) 
」
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表24 ガーナについて(無効標本数 31) 
大好き 少し好き ふつう 少し嫌い 大嫌い メ口入 計
(%) (%) (%) (%) (%) (%) 
京都市内の 5 4 79 13 l 102 
高校生 (4.9) (3.9) (77.5) (12.7) (1. 0) (100.0) 
京都府下の 7 10 84 22 9 132 
高校生 (5.3) (7.6) (63.6) (16.7) (6.8) (100.0) 
大阪市内の 2 11 84 20 3 120 
高校生 (1.7) (9.2) (70.0) (16.7) (2.5) (100.0) 
大阪府下の 2 9 92 14 9 126 
高校生 (1.6) (7.1) (73.0) (11.1) (7.1) (100.0) 
β口、 百十 16 34 339 69 22 480 











以上， 17の国を 3つの地域に分けて述べてきた。この結果いえるのは， 日本の高校
生は， (1)欧米に関心を持っている，好感を抱いている， (2)欧米以外の国々にあ
まり関心を抱いていないため， Iふつう」の割合が多い， (3)東アジアの国々，中国，
韓国，台湾に対しでも「ふつう」が多い， という結果が出ている。京都市内の場合，
欧米への関心度は，他の地域の高校生と比べ，かなりの割合で高いが，アジアを始め
とする諸国には関しては，他地域の高校生と同様の数値を示しており，その反応、は「ふ
つう」すなわち無関心で、ある。
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おわりに
本稿では，京都市の特徴を，京都市内の高校生と他地域の高校生の意識，国際理解
度の比較研究の中から模索してきた。京都市内の高校生は，人間関係において，より
緊密な関係を維持している。特に，先生，両親，友人との良好な関係は，家庭教育の
媛の面で，また学校生活においてより充実した学習環境の点で，他地域と比較すると
格段に優れている。現在，親子関係の希薄化，いじめ，不登校における友人とのあま
り良好で、はない関係が新聞紙上を賑わしているが，京都市の場合，いろいろと問題点
はあるが，全般的には，予想されていた以上に良い数値が示されている。これは，伝
統的な価値観が高校生の中にも生き続けているということであろう。文化遺産を伝承
するという，良い意味での保守的な面が存在している。
次に国際理解度について述べてみる。外にどのように聞かれているかがここで確認
される。京都市内の高校生の場合，外への関心がたいそう高い。内なるものへの志向
と外なるものへの志向が併存している。外なるものへの志向は，外への関心である。
しかしながら，それは主として欧米への関心であり，自分たちの限定つきの外への開
放である。他地域の高校生と比較して欧米への関心が高いということは，ある意味で
経済的に繁栄している国々への関心が高く，それらの国々に好感を抱く反面，それ以
外の国々には，他の地域の高校生同様，あまり関心がないということである。すなわ
ち，より経済的繁栄への志向， 自分達よりも「文化的」と感じる国々からの文物の吸
収の意欲が，他の地域の高校生よりも強いのである。
これは， ある意意、味て
る，京都が日本の政治的，経済的中心であったという誇りと共に，既に失ったそれら
を求める気持ちが人一倍強いため，それが，時として，進取の気質として，また改革
的，進歩的態度として表面化するのであろう。
